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 食中毒は、レストランなどの飲食店での食事が原因と思われがちですが、日々の家庭の

食事でも発生する危険性があります。 

 家庭での発生では軽症だったり、発症が数名で風邪や寝冷えと思われがちで、食中毒と

は気づかれず重症化したり死亡する例もあります。 

 厚労省に報告のあった食中毒は、家庭の食事が原因の食中毒が全体20%近く認めてい

ます。 

 食中毒には、O157やサルモネラなどの細菌による細菌性食中毒、ノロウイルスなどのウ

イルス性食中毒、食品に洗剤が混入したりして発生する自然毒性食中毒などがあります。 

 発生の多いのが細菌性の食中毒で、全食中毒のうち90%程度を細菌性食中毒です。細

菌がまな板に付いていたとしても、肉眼では見えません。しかし、目に見えなくとも簡単な

方法をきちんと行えば細菌による食中毒を予防することができます。 

 きれいに見える食器や手指、ラップに包まれた食品なども必ずしも清潔ではなく、食中毒

菌がいる場合もあります。外見だけで安心せず衛生的な調理・取扱いを心がけましょう。 

食中毒の予防には“きれい”なことよりも“清潔”で“衛生的”なことが大切なのです。 

外科 許田 盛之 
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～食中毒～ 

ﾄﾋﾟｯｸ 

～院内研究発表大会～ 

平成28年12月10日（土）に院内研究発表大会を

開催いたしました。院内教育委員会の主催で看

護部、リハビリテーション部、臨床検査科、医療

相談室、外来、栄養科の6部署より8演題の発表

がありました。日頃、各部署でどのような取り組

みがなされているかを紹介しながら、活動内容

の実践発表を行ないました。地域包括ケア病棟

開設後の実態と課題では、他施設とのカンファレ

ンス等の関わりなど質問があり、今後の地域包

括ケアシステムの中で地域へリーフレット等で発

信していきたいとありました。今後も各部署で活

動している事をまとめることで、問題抽出や解決

の糸口を見出すことができると思います。次年度

は、今回出なかった部署の発表が行われますの

で院内外からの参加をお待ちしております。 



介 
 病気やけがをすると思いがけない心配ごとがいろいろ生じてきます。 

そんなとき、当院では専門の相談員（社会福祉士）が患者様やご家族

と一緒に問題の解決にあたります。現在、4名の相談員が、外来患者

様、入院患者様やご家族様の診療にまつわる心配ごとなどについて

支援を行っています。 

 また、医療相談室は地域との連携の窓口としての役割も担っており、

患者様やご家族、そして地域住民の皆様が安心して医療・福祉・介護

のサービスを利用できるよう、地域のクリニック・近隣の医療機関、福

祉・介護関係機関との地域連携業務も行っています。 

『宜野湾記念病院にきてよかった』と思っていただけるような支援を目

指しています。 

どうぞ、お気軽にご相談ください。 
医療相談室 主任 岡 

 当院の放射線科は、マルチスライスCT、オープン型MRI、一般撮影装

置、マンモグラフィー撮影装置、透視装置、骨密度測定装置、ポータブ

ル撮影装置を完備し、正確な診断や治療に役立てるような画像作成に

努めています。主治医や看護師、他科専門スタッフと協力しチーム医

療で患者様に少しでも安心して検査を受けて頂けるように、スッタフ一

同頑張ります。 
放射線技師 松川 享 

健康教室のご案内 
 

  日 時 ： 平成29年6月21日（水曜日） 午後１時３０分～ 

  場 所 ： 当院 2階会議室 

  テーマ ： 熱中症について・糖尿病の検査について 



宜野湾記念病院 


